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02/11・米中、早期会談で一致 首脳電話協議（10日） 

    トランプ氏「ひとつの中国」の原則を堅持すると表明 

  ・国の借金1066兆円 昨年末21兆8330億円増える 国民一人当たり840万円 

  ・仏大統領選挙世論調査 極右ルペン氏首位 支持層、男性や若者 

 

02/12・日米首脳会談（11日ワシントン）新経済対話新設で合意 ＜１＞ 

    米の尖閣防衛義務を確認 経済対話、同床異夢 車・金融駆け引き 為替はさや当て 

 

02/13・北朝鮮「新型」ミサイル 日米会談に合わせ発射 

  ・GDP0.24％増（10～12月、年率1.0％）車輸出（2.6％増）が主導 ＜２＞ 

    内需は依然低迷 個人消費1年ぶりマイナス 

  ・日米首脳ゴルフ外交5時間 難題封じ「蜜月」 為替や通商波乱の予感 

 

02/14・フリン米補佐官辞任 対ロ制裁疑惑巡り 外交・安保つまずき親ロ路線に影 

  ・米加首脳会談 カナダとの貿易関係評価 メキシコと「分断」狙う？ ＜３＞ 

  ・マイナス金利、地銀に打撃７割が減益 米国債下落も大きな重荷  

 

02/15・金正男氏殺害か マレーシアの空港で 韓国「金正男氏で確実」 

  ・安倍首相「対中国、今世紀最大のテーマ」トランプ氏に伝達（衆院予算委）＜４＞ 

  ・ムニューチン米財務長官就任 月内に税制改革案「税の国境調整」焦点 ＜５＞ 

    「強いドル重要」、ムニューチン氏、大統領主張とズレ 

 

02/16・イエレンFRB議長議会証言 トランプ路線から距離 ＜６＞ 

    財政・移民政策に注文 金融規制緩和に異論 年前半利上げに意欲 

  ・米大統領、中東政策を転換 イスラエル首相と会談で「２国家共存こだわらず」 

     

02/17・サムスントップ李副会長逮捕 朴氏友人に贈賄疑い 韓国特別検事 

    持ち株会社への移行など改革に打撃 経営停滞の懸念 

 

02/18・米、中国に圧力強化要請 対北朝鮮、初の米中外相会談で（G20外相会合、ボン） 

     中国外相、核問題で米朝に対話呼びかけ「政治決断を」 役割押し付け合いの構図浮き彫り 

  ・マレーシア警察が北朝鮮籍の男逮捕 正男氏殺害主犯格か 

  ・トランプ氏、初の単独会見75分 メディア批判、飛ぶ怒号  

 

02/20・トランプ政権混乱の1カ月 強気の陰に募る危機感 「日本が感謝」成果を強調 

  ・1月輸入2年1カ月ぶり増 原油高で 5か月ぶりの貿易赤字 

 

 



 


